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開会 午前 ８時４２分 

 

◎開会の宣告 

○吉成委員長 皆さん、おはようございます。 

  本日は議会運営委員会、通常の時間よりもかな

り早い時間からの会議ということでお集りいただ

きまして、大変にありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○吉成委員長 初めに申し上げますが、きょう10時

から全協があります。この議運に関しましては、

９時45分には終了をさせていただくということで、

きょうは対応させていただきたいと思いますので、

もちろん皆様方のさまざまなご意見をお聞きをい

たしますが、その辺も酌み取っていただいた協議

で、きょうはよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○吉成委員長 それでは、早速協議事項に入ってま

いります。 

  ⑴取組実行計画について。 

  前回は皆様に取り組みナンバー１から12までお

示しをさせていただきました。それぞれ持ち帰っ

て協議はいただいたと思うのですが、本日は残り

の13から24に関しまして、皆様に案をお示しをさ

せていただいております、お手元の資料をごらん

ください。 

  それでは、説明につきましては、関根係長、よ

ろしくお願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、ご説明いたします。 

  Ａ３横の資料を使ってご説明させていただきた

いと思います。 

  それでは、ご説明させていただきます。 

  資料のつくりは前回お示ししました１から12と

同じつくりとなっております。説明に当たりまし

ては、表等の項目の一番右側、取り組みナンバー

というふうに赤字で書いてあるところの、そこの

番号を申し上げて項目名を指定いたしますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、今、つくりに関しましては前回と同じ

ですというふうに申し上げたのですが、１点だけ

変えさせていただいたところございまして、項目

としては右から４番目、目標値というふうなとこ

ろの下に目安という注書きを入れさせていただき

ました。これは後々お示しいたしますが、書き物

の目安としては表示しておく必要があると思われ

るものの、目標値にとなると、また捉え方、いろ

いろ変わってくると思われるようなところ、具体

的には今、申し上げたとおり、後々説明いたしま

すが、ここだけ追加させていただいた次第でござ

います。 

  それでは、早速ご説明させていただきます。 

  まず、取り組みナンバー13番、一番上ですね。

具体的項目としては、政策決定、監視評価という

ふうなところになってございます。 

  なお、大項目に関しましては議会体制の強化、

それから、中項目としては議員の政策提言能力、

政策評価能力の向上というふうな大きな文脈の中

での政策決定というふうなことでございます。対

象としては市民ですね、という中で議会の取り組

み、アウトプットといたしましては、この政策決

定、監視評価というふうなところを何ではかるか、

いろいろな物差し、指標が考えられると思うので

すが、議会の本質というふうなところに立ち戻り

ました中で、どれだけその決定をするまでに議会
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の中で、議員の中で議論がなされたかというのが

一つの物差しだろうというふうなことを考えまし

て、①番としては、１から順に、議員間討議あり

ましたが、議員間討議の実施割合というのを載せ

させていただいた次第でございます。 

  議員間討議の実施割合に関しましては、１から

12の中の議員間討議のところでもお話ししました

とおり、現在はどれを議員間討議するべきなのか

特に基準は設けておりませんが、どの議題につい

て議員間討議するのか基準を設けた中で、これも

あわせて実施していければ、そんなふうに思って

おります。それにつきまして目安として、とりあ

えず、たたきのたたきとして50％、ここに配点が

50点というふうな形をとらせていただいてござい

ます。 

  ２番目に関しましては、特別委員会の設置なり

調査研究ということで、庁舎検討特別委員会でし

たり放射能でしたり、特別に検討する必要がある

ということで設けている委員会の活動がございま

すので、それについても監視評価というふうなと

ころでは大事な活動指標だろうということで２番

目に掲げてございます。これについては実施とい

うことで50点を配点してございます。そのほか参

考値としまして、この議運によります計画ものの

審査、議案なのか全協報告なのかという審査の件

数、それから、11条による計画の議決件数、そん

なところを拾ってまいりたいと思いますが、これ

も執行部の提出状況によって前年度より多ければ

いいのか少なくちゃだめなのかというと、必ずし

もそうでありませんことから、項目としては載せ

ますが、目標値であったり配点はしない、そんな

ふうな捉え方をしてございます。 

  参考の３番目に附帯決議、修正否決の件数とい

うことで載せさせていただいてございます。これ

につきましても、議会の政策決定であったり監視

評価というふうな中で大きな項目になるだろうと

いうふうに思っております。 

  ただし、決議にしても修正否決にしても、どれ

も目標値として掲げるのはどうも適切ではないだ

ろうと、ただし、今年度におけます決算の各委員

会での状況なんかを踏まえますと、附帯決議なん

ていうふうなところについては、ある程度、視野

に入れつつ議論もあったように見受けられました

ので、目安として３委員会に１件という形で取り

出したらどうかというふうなところについて、正

副委員長と打ち合わせの中で掲げた次第でござい

ます。ただし、これを修正をしたから、それがい

いのか悪いのかというようなところはなかなか評

価しにくいところなので、あくまで活動の目安と

いうふうなところで掲げた次第でございます。配

点はゼロでございます。 

  最後に、一般質問の進捗管理等というふうなと

ころが出てまいりますが、これは後々一般質問の

ところをご説明した中で振り返ってご説明差し上

げますので、今は割愛させていただきます。これ

らのアウトプツトに対しましては、その右側の赤

い部分アウトカム、市民に与える効果としまして

は、議会は行政のチェック機能を果たしていると

感じる市民の割合というふうにしてございます。 

  次に、14番に移ってまいりたいと思います。実

は、この14番、16番、17番、18番、これらに関し

ましては、いずれも政策立案だったり調査研究だ

ったり提言というふうなところになってまいりま

す。 

  その中で、14番につきましては、議会というよ

うな主体の中で議案審議、立案提言をどのように

進めていくか議会のアウトプットを考えるという

ふうな中で、議会全体の取り組みといたしまして、

来年度につきましては新規事業としてタブレット

端末を活用した議案審議が導入されますので、こ
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こに書いてありますとおり、効果的・効率的審議

というふうなところを一番上に持ってきておりま

す。これについては40点を配点してございます。 

  次に、これまでも議論がありました、今度は特

別委員会を設置して検討しようという中での政策

形成サイクルについての２番、３番でございます。

今回、事務事業評価、意見としての振り返りを作

成する中で、中村先生からご指摘があったとおり、

何点なのかというふうなところがわかりやすいよ

うにつくったほうがいいよというふうなアドバイ

スをいただいております。その中で、形成サイク

ルについて特別委員会の中でどのような時間軸の

中で、タイムスケジュールの中で進んでいくかま

だわかりませんが、できたかできないかだけで評

価してしまうと、ゼロ点か100点かということに

なってしまいますので、調査研究が進んだという

ふうなところで一つの目安として配点してよいの

ではないか。それと、具体的な政策形成サイクル

の素案ができるあたり、その後の導入の検討がで

きれば、さらに加点していいのではないか、そん

なふうに段階別に分けてみたのが、この２番と３

番の意味合いでございます。それぞれ30点ずつ配

点してございます。それと、参考として議案質疑

件数、これは配点目安、目標は掲げませんが、把

握しておく必要があるだろう、そんなふうに考え

て掲げた項目でございます。このアウトプットに

対しまして、アウトカムとしましては、右にあり

ますとおり、議員はよりよいまちづくりのため、

政策立案の提言を行っていると感じる市民の割合

としたところでございます。 

  先ほど申し上げましたとおり、ここのところは

いずれも主体が違うだけで、政策立案、提言とい

うふうなところで一致していますので、16、17、

18については一括してご説明差し上げようと思い

ます。 

  いずれも、先ほど申し上げましたとおり、政策

立案、提言ということになりますと、議会基本条

例の検証の中でこれにつきましては、スリーステ

ップで課題、問題点の発見抽出という段階と調査

研究、それから、政策立案、提言というふうな３

段階で評価しましょう、進めていきましょうとい

うふうに検証の中で掲げられてございますので、

それをいずれも踏まえた形としてございます。平

成28年度ですが、土山先生がやっていただいた研

修でいうと事実、それから、分析、提案、そんな

スリーステップだったかと思いますけれども、イ

メージとしてはそんなイメージでおります。 

  それぞれ先ほど申し上げましたとおり内容は同

じですが、主体が違いますので、16番に関しまし

ては目標値について、３常任委員会掛ける１、17

番の会派が主体になる部分については６会派掛け

る１、18番の調査研究につきましては一般質問を

想定しまして、議長を除きます議員25掛ける１と

いうふうにさせていただいたところでございます。 

  なお、18番の一般質問の部分については、政策

提言だけではなくて市の事務執行、それから、計

画なんかに対する進捗管理、そういったチェック

を含んだものということで、内容によっては最初

にご説明した13番のところで捉えるべきものにつ

いてはそちらで捉えるべきだろうというふうなこ

とで、13番の一番下の参考を設けた次第でござい

ます。 

  この今、申し上げたところの今度はアウトカム

の部分ですが、16番目、ちょっと見ていただけれ

ばと思います。16番に関しましてはアウトカムの

１、議員はよりよいまちづくりというようなとこ

ろが12番と同じです。そのほか、16番に関しまし

ては、②にということで政策の立案、提言のうち

施策に反映されたものの件数というふうなところ

をアウトカムとして入れてみました。特に、今後
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１つ取り組みとしてご提案申し上げますのが、18

番の部分ですね。18番の一般質問を含むところの

提案、提言、主体が議員となっているふうな部分

です。ここに関しまして、現在、一般質問のその

後といいますか、一般質問の内容が、その後執行

部が検討する、調査研究しますよというふうな回

答した中で、実際に施策に、政策に、取り組みに、

運営に反映された件数をフォローアップしていく

必要があるんじゃないか。そのフォローアップし

た結果をアウトカムすべきじゃないかというふう

なことで考えてございます。 

  一例をおとりしまして大変恐縮ですが、例えば

首長のほうで前回の議会の中でいきいき百歳体操

というふうなご質問があった中で、それは実際に

やりますよというふうなお話があったかと思いま

す。その場合には、アウトプットとして質問を１

つやりましたというふうなところがアウトプット

になって、アウトカムのほうも実際にＤＶＤが貸

し出しされましたよというふうな運用の改善がア

ウトカムというふうなところで数えられるという

ふうになってまいります。 

  今、申し上げましたもののアウトカムをまとめ

たものが、ある種、議会の活動のいわゆる本当の

成果、市民に与える成果というふうなところにな

ってまいると思いますし、逆に言いますと、一般

質問のアウトプットの件数が多くて、赤のアウト

カムの件数が少ないと、提案はしているけれども、

なかなかそれが実際市民生活の改善に役立ってい

ないものというふうな捉え方もされる可能性があ

るというふうなことも含めて、議会としてそこら

辺も明らかにしていくことが開かれた議会になる

のではないか、そんな思いでアウトカムのほうを

設定した次第でございます。 

  次に、15番に移りたいと思います。資質向上と

いうことで、こちらに関しては今年度やっていま

す内部研修、外部研修を掲げております。そのほ

かに今年度は、ある種、特に内部研修は事前の計

画の中で始めたわけでございますが、今後タブレ

ット導入もございますし、そういった情報セキュ

リティー研修なんかも含めて、後半２年度の中で

どのようなことについて研修していくべきなのか、

ある程度計画を立てた中で各年度事業実施という

ふうな計画的な研修というのをやってはどうかと

いうふうなことを新規として、①番に書かせてい

ただきました。実際にどんな研修があるのかに当

たっては、例えばアンケートをとるなりして皆様

の要望と、それから、先ほど申し上げたとおりタ

ブレットの導入なんていう状況も踏まえながら決

定していければいいのかな、そんな思いで掲げた

ところでございます。 

  次に、19番、ここからが大きく中項目の議員活

動のためのというふうなところの資料になってま

いります。それを受けまして、これまで対象を市

民というふうに考えていましたが、ここからは対

象は議員というふうになります。 

  今、申し上げた19番につきまして、最初の項目

は、具体的項目は議会事務局というふうになって

おります。当然に究極的な目標でいけば議会事務

局も市民のためというふうなことにはなりますが、

直接的には議員活動のサポートを通じて市民のお

役にというふうなことになろうかと思いますので、

先ほど申し上げたとおり対象を議員というふうに

させていただいております。 

  その中でアウトプットの一番上につきましては、

調査研究、法務機能の向上とスキルアップを図る

研修へ参加しますよというふうなところに70点、

そのほかに②番として、議会基本条例の検証の中

で出てきましたパートナーシップ協定の調査研究、

こちらについては先日の取り組みの整理の中での

平成31年度着手としておりましたので、調査研究
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からにはなりますが、実施ということで掲げてご

ざいます。このアウトカムをどう図るかといいま

すと、サービスの対象が議員というふうになって

いますので、１から12の中でも出てまいりました

議員全員アンケート、これを実施した中で、例え

ば議会事務局の調査機能及び法務機能の向上とス

キルアップが図られているかというふうなところ

を調査させてもらいまして、それで図れるという

ふうな具体的なところで掲げさせていただいたと

ころでございます。 

  次が20番、議会図書館でございます。こちらに

つきましては、議会基本条例の中でも項目として

挙がっていましたし、条例にも掲げておるところ

ですが、議会基本条例の検証の検討の中でもお話

ありましたように、現在の議会図書館を前提にす

るとなかなか取り組みが制限される。実際問題と

しては新庁舎の整備に合わせて、どんな議会図書

館にしていくかを検討したほうが建設的だろうと

いうふうなお話もあったかと思います。その中で、

ここについては、あえて項目を入れませんで、今

回の取組実行計画からは落とすというふうなこと

も検討してはいかがかというふうなことで、全て

空欄とさせていただいたところでございます。 

  次が、21番で議員定数でございます。これは取

組実行計画にありましたとおり、定量的に把握可

能な項目を調査し、他団体と比較調査をしますよ

というふうなところを書いてございます。 

  22番以降につきましては、議会改革というふう

な文面になってまいります。 

  22番に関しましては、アウトプットとして１か

ら３にありますとおり、新規として、現在やって

います取組実行計画を作成すること。それから、

特別委員会を設けて実施しようとしてございます

会期のあり方、それから、政策形成サイクルの形

成というようなところを載せました。アウトカム

に関しては、やっぱりランキングが第三者的な評

価ということでございますので、それをそのまま

29年度のＰＤＣＡサイクルシートと同様、使わせ

ていただいてどうかというふうにさせていただき

ました。 

  23番につきましては、運営の見直しということ

で、こちらも１から３ありますとおり、タブレッ

ト端末の導入、それから、きょうもお話しいただ

きます２つの特別委員会の設置、それと、④番で

すね、この議会運営委員会の年度当初の中でもお

話し出てきましたとおり、電子表決システムの話

でございます。年度当初の中では押し忘れという

か押し漏れというかがありますよ、うまくいくよ

うになってから導入を検討したらどうですかとい

うようなお話があったかと思います。ここ何回か

うまくいっているというふうなところ、それから、

近隣市町の状況も踏まえ、それから、タブレット

も導入して議会運営を進めようという中で、表決

システムがあるにもかかわらず、できないかなと

いうふうなところはなかなか理由にならないから

ということで、検討せざるを得ないだろうという

ふうなところで４番のところに入れてございます。 

  それと、24番としましては、条例の見直しとい

うことで、この取組実行計画に基づく事務事業評

価を毎年度やることと、その中で年に１回程度は、

ことしのような、今年度のような検証は行いませ

んが、やはり議会基本条例に立ち戻って何か振り

返り、修正、検討する必要があるのかというよう

なところを、年に１回程度は振り返りをしている

のが必要だろということで、見直しを検討を10点

というようなことで、項目立てだけさせていただ

いたところでございます。 

  大変雑駁ですが、項目一覧についての説明とさ

せていただければと思います。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 
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  今13からそれぞれ24まで係長のほうから説明を

いただきました。 

  幾つか私、副委員長も含めて事務局とも協議を

して、その結果、本日このような形でお示しをさ

せていただいたわけですけれども、中を協議をす

ればするほど難しくなってくるようなところも非

常にありまして、このくしくも先ほど係長が言っ

ていただいた、これまで目標値としていたものに

括弧を入れて目安という表現に入っていますね。

この辺は本当に苦労して、係長、室井さん等で考

えてくれたことだと思うんですね。 

  今、説明いただいたわけですれども、ちょっと

わからないところとか、それから、何か皆さんの

ほうから聞きたい点がありましたらお願いをした

いと思います。 

  １点だけ補足をさせていただくと、20番の議会

図書館の環境の充実についてということは、当初

はここも取り組みのアウトプットも入れましょう

ということで、当初は入れる予定ではいたんです

けれども、協議をした中で、やはりこの図書館自

体の今、存在もそうですけれども、それから、新

庁舎が今後34年に建設されるという、そこで改め

て議会に関しては大きく変わりますので、そこで

この図書館についても、その前に協議はされるで

しょうけれども、もちろん、そこからでもいいん

じゃないかということで空欄にしておりますので、

そこは了解をしていただければなと思います。 

  何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 今ぱっと皆さんにお示しして、何か

ありますかと言っても、ちょっとあれかなとは思

いますが、18番のところをちょっともう一度ごら

んになっていただきたいと思いますが、これは当

然、16、17、18と続いてきているわけですけれど

も、その中で18については市政一般質問が項目に

あるわけですけれども、なかなかこれまでは一般

質問等、当然個々の議員がやるわけですから、そ

れに対しての評価というのは、当然しにくい部分

はあったわけですけれども、先ほど係長から副委

員長の例をとって説明いただいたように、実際に

さまざまな質問、これまでやっていて、じゃ、そ

の中でどのぐらいの割合で執行部がそれを考慮し

て、検討して、施策に反映したか、予算化された

か、これは実は非常に大切な部分だと思うんです

ね。その数字をあらわすことによって、今度、議

会としても力がそこで明確にわかってくるわけで

すよね。ですから、今回あえて、これはこういう

形で入れさせていただいていますので、お持ち帰

りになった際に、ぜひほかの議員の方々にもここ

の部分ですね、説明をしていただければなと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  じゃ、これに関しましてはよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、前回１から12のシートを

皆さんにお示しをさせていただいたわけですけれ

ども、それぞれ持ち帰っていただいて何らかの協

議は多分していただいたんだろうなと思うんです

ね。その中で、もし、ここはこういう項目を加え

たら、ここはこの項目は要らないんじゃないか、

それから、配点についてはこうじゃないかとか、

さまざまご意見があるかと思いますので、もしあ

る方はお願いしたいと思います。 

  実際には、きょうお示しさせていただいた13か

ら24も含めて再度協議いただいて、当然次の会議

の際に、また改めて皆さんのほうからご指摘をい

ただくなり提案をいただいて、最終的につくり上

げていくわけですから、ここでこれができ上がる

わけじゃないので、協議は今後続けますので、そ

の点も加味していただいてと思います。 

〔発言する人なし〕 
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○吉成委員長 じゃ、改めてまた、次回皆さんにお

諮りするということでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような形にさせていただ

いて、次に移ってまいります。 

  それでは、次に⑵の議会だより編集委員会と議

会報告委員会の統合について、こちらの資料をご

らんになっていただきたいと思います。 

  前回、皆さんにご協議をいただいて決めた内容

がここに記されております。 

  それでは、これについても係長のほうからお願

いいたします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、ご説明させていた

だきます。 

  編集委員会と報告委員会の統合についてという

ことで、１番の統合の目的については、全体の資

料を要約したものでございます。ごらんいただけ

ればと思います。 

  ここからは前回の委員会の中で方向性について

ご確認いただいたものを改めて書き起こしまして、

本日ご確認いただいて、議運の素案として今後、

全体のスケジュールでお示ししましたとおり、会

派代表者会議であったり、それぞれの委員会にお

示ししていく、そんな流れの中でつくった資料で

ございます。 

  ２番につきましては、統合の方法ということで、

１番の目的を受けまして、両委員会を廃止して新

たに特別委員会を設置しますよというふうなこと

でございます。 

  その中で、３番の特別委員会の概要につきまし

ては、１番、付議事件についてということで、１

番、議会報告会に関すること、２番、だよりの編

集に関することで、３番がシチズンシップを活用

した広聴に関することということで、前回、委員

長のほうから議会報告とだより、それから、委員

会の委員長をヒアリング、聞き取りした中で、模

擬議会であったり出前講座であったり、女性議会

であったり中高生議会というふうなお話があった

中で、それらを明示した形でというふうな意見が

ありましたよということがございましたので、そ

れを受けまして特定事件の中にシチズンシップを

活用した広聴に関することということではどうか

というふうなところが３番でございます。その他、

モニター制度を含めてさまざまな活動を展開して

まいるというふうに認識してございますので、④

として、その他広聴広報に関することというふう

にした次第でございます。 

  人数については⑶の選出方法の各常任委員会か

ら３人ずつ選出ということでございますので、９

名というふうなことになってございます。設置時

期としては５月15日の第２回臨時議会。 

  なお、５番にありますとおり、一部改正を要す

る例規が会議規則、それから、議会報告会実施要

領、議会だより編集規程、そんなふうになってご

ざいます。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  それでは、皆さんにも一度、これは了解をとっ

てつくり上げたものでありますが、３について特

別委員会の概要のここの部分なんですね、付議事

件について、①から④ということで今回載せてお

ります。①、②は当然のことなわけですけれども、

この③について表現としては、このような表現に

させていただいております。皆さんからちょっと

ご意見いただきたいんですが、このような表現で

よろしいでしょうか。当初、「主権者教育」とい

うようなことで言葉で表現したらどうかというよ

うなこともあったんですけれども、そうすると、

非常に偏ってしまうような表現になる、教育とい
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うもの自体が非常に偏ってしまうんじゃないかと

いうことで、今回は「シチズンショップ」と、こ

れ正しい発音をお願いします。 

〔「いいですよ」と言う人あり〕 

○吉成委員長 というふうに表現させていただいて

います。 

  じゃ、これについてもこのような形でよろしい

ですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、このような形とさせていただ

いて、15日に会派代表者会議が予定をされており

ますので、議運の案として、これを、15日でした

よね、14でしたか。すみません、14日ということ

でお示しをさせていただきますので、よろしくお

願いします。 

  それでは、続きまして、⑶の議会活性化特別委

員会の設置について、こちらも資料をごらんにな

ってください。 

  前回、選出方法でちょっとすったもんだしまし

たが、明確に出ております。 

  それでは、これにつきましても係長のほうから

説明をお願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、ご説明いたします。 

  資料のつくりは先ほどと同じでございます。前

回の委員会の中で答申についてご決定いただいた

ところを改めて文書化したものでございます。 

  １番つきましては、これは１番につきましても

前回の議論の中でのペーパーを要約したものでご

ざいますので、ごらんのとおりでございます。 

  ２番の特別委員会の概要につきまして、１番の

特定事件ということですが、通年議会と政策形成

サイクルというふうなことでございましたが、通

年議会か会期制か、そこら辺は手法についてはこ

れから検討ということでございますので、会期の

あり方に関することといたしました。それと、政

策形成サイクルに関することはそのまま記載して

ございます。 

  人数につきましては、３の選出方法とかぶりま

すが、現在の会派人数を前提としたシミュレーシ

ョンの中での修正サン・ラグ方式ということで８

人というふうに記載させていただいたところでご

ざいます。シミュレーション結果につきましては、

上段の表のとおりでございます。赤字の会派につ

きまして、配分がない、そんなふうな表になって

ございます。設置時期につきましては、先ほどと

同様、５月の臨時議会でございます。５番にあり

ますとおり、改正を要する例規はございません。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  これらについて何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 よろしいですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、このような形にさせていただ

きます。 

  じゃ、⑷の文書質問に関する規程について、こ

ちらも資料をごらんになってください。 

  この文書質問に関する規程については、執行部

側と事務局、そして、私と副委員長とで意見交換

をさせていただきました。その中で幾つか執行部

側からも意見は出されましたが、その後、調整等

がされて、今回素案の素案的なものとして出すこ

ととなりました。これについても係長のほうから

説明をお願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 今、委員長からありました資

料につきましては規程で、案というようなところ

で見ていただければと思います。 

  今、委員長からもありましたとおり、結論とし
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ましては、執行部の例規担当部署から、総務部総

務課になりますが、そちらとも調整が最終的なと

ころついてございませんので、現段階でこんなふ

うな議論をしているよというところを参考資料と

してご提示させていただいたものでございます。 

  前回のお話の中では文書質問に関するルールづ

くりというふうなお話の中で、市に関するルール

というふうなところでいくと、条例を筆頭に、条

例であったり規則であったり規程であったり要綱

であったり要領、それから、ガイドラインなんか

をつくる場合もございます。その中で、総務課と

話しています中では、まずはこの質問について執

行部も関連してくることになるので、要綱や要領、

ガイドラインではないほうがよいだろうと、とな

ると条例か規則か規程かというふうな中で、条例、

規則になると、ややほかとのバランスといいます

か、ちょっと大き過ぎるだろうという中で、規程

あたりが一番バランス的にいいんではないかとい

うふうなことで、規程ということで現在相談して

いるというふうな状況にございます。 

  体系につきましてはごらんのとおりで、条文立

てに関しましても、当然に前回お話しいただきま

したルール、骨子に沿った形でそれを条文化して

いくというふうな作業でございますので、それを

どういうふうにするかについては、先ほど申し上

げましたとおり、法令的な、例規的な視点も必要

となりますことから、なお検討を続けさせていた

だきまして、できるだけ早い段階で調整後の素案

を皆さんに見ていただき、それをもってご決定い

ただきたい、そんなふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  最終的な打ち合わせは、まだ終わっておりませ

んので、ただ、案としてはこのような形で当然、

執行部側にも提示をしておりますので、そう大き

く変わることはないと思います。これもそれぞれ

の他の委員の方々にもぜひ説明していただければ

と思いますので、この点で何か、じゃ、補足あり

ますか。 

○関根議事調査係長 申しわけありません。 

  １点だけ補足をさせていただきたいと思います。 

  細部のところで若干変わっているところもある

んですが、大きなところもあるんですが、大きな

ところで、先日見ていただきましたペーパー、骨

子から変わっているのが、市長部局に対しておお

むね２週間以内に回答しなさいよというふうなと

ころをルール化したらどうかというふうな話がご

ざいましたが、先ほど申し上げた条例か規程か規

則か要綱か要領かという中で、例えば規程の形を

とると、規程というものが自分の部下でしたり内

部機関に対するルールというふうな性格を持って

いますことから、通常は市長が市長部局に対して、

こういうふうに事務を取り扱いなさいよ、議会で

言えば、議長が代表者として議会ではこう取り扱

いますよというふうなところを決めます。今回の

ものが市長部局にもその２週間というふうなこと

になると、議長が定めたルールの中に、執行部の

対応を定めることになると、例規的なところの技

術的な話をすれば、この規則というふうな段階に

はそぐわないというふうなお話もございますので、

この規則、規程の中に２週間を書くのではなくて、

例えば市長部局に出す様式の中に、議長から２週

間以内に回答してくださいというふうに書くとか、

そこら辺につきましては技術的な検討を、なお加

えているところでございますので、あらかじめご

了承いただければと思ってございます。すみませ

ん。補足でございます。 

○吉成委員長 今のは裏面の２のほう、裏面見てい

ただいて、そこに１、２、３、４、５となってお

るわけですけれども、この５の部分に係るわけで
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すね。当初、皆さんに前回お示ししたときに、お

おむね２週間、市長からの答弁がおおむね２週間

というような形で皆さんに了解を得たわけですけ

れども、これは市長部局、そして、議会両方にま

たがるという案件で説明あったとおりですけれど

も、やはりあくまでもルールづくりの基本は我々

議会のほうでつくるというふうになっております

ので、そこで、文言としてはこの「議長は」とい

うような、こういう主語が議長になって、その後、

このような形にさせていただいている。これもま

だ、もちろん完全に決まっているわけじゃありま

せんので、再度の協議が必要となりますので、そ

の点はご理解いただければと思います。おおむね

２週間というのは別のところで入れるような形は、

ぜひとりたいとは思いますので、よろしくお願い

します。 

  じゃ、こちらの文書質問についてもよろしいで

すか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、このような形で今後また、協

議は進めさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

  それでは、⑸のその他についてまいりたいと思

います。 

  皆さんからその他で何かございますか。ござい

ませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、事務局のほうから。 

  じゃ、係長。 

○関根議事調査係長 それでは、事務局のほうから

１点、検討していただきたいというふうなことで、

ちょっとご相談申し上げるものでございます。 

  それにつきましては、議会のスケジュールの示

し方というふうなところをご相談申し上げます。 

  現在、例えばですけれども、「ぎかいのひとと

き」というふうなところに議会のスケジュールな

んかを載せているかと思います。今、私、手元に

持っていますのは８月20日のを見ておりますが、

議会の開会が９月７日だよというふうなことは書

いてありますが、それ以外の日程については書い

てございません。例えばですけれども、これはひ

たちなか市の広報を見ますと、やはり同じように

議会のスケジュールというふうな欄が議会報の中

にございまして、実はこちら本会議の開会から議

案質疑、それから、代表質問、一般質問、予算委

員会等々、詳細に予定ということで議会のスケジ

ュールを広報に載せてございます。 

  というふうな状況の中で、現状をお話しします

と、市民の方から、それから、庁内からも議会の

スケジュールどんなふうになるのかというふうな

お問い合わせを頂戴しているのが現状でございま

す。現在は、当然に議会運営委員会でスケジュー

ルを決めて、それからでないとお話しできません

というふうな対応をしておりますが、各市町の対

応を見ておりますと、開かれた議会ですとか、わ

かりやすいさ、市民へのお知らせという観点から、

こういった予定としてのお知らせの仕方も１つ取

り組みとしてあり得るのかなというふうなことで、

今回その他の中でですが、ご議論をしていただけ

ればということでお話し申し上げた次第でござい

ます。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  今、説明いただいたとおり、市民の方々からも

問い合わせがあると、議会っていつからやるの、

どんなふうな日程になっているのと、それから、

執行部に関して言えば、当然議会が関係する議長

が関係したり、我々議員が関係するような催しな

んかがあった場合に、どう調整して入れていくか

と、その際にやはり議会の日程が明確にわかって

いないと入れにくい、予定をつくりにくいと、そ
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ういったことも多分あるんだろうと思うんですね。 

  そういった観点からいうと、これまで我々のこ

の那須塩原市議会については議運で決定をしたと、

全体の日程が調整されたというところでないと、

なかなか示すということがなかったわけですけれ

ども、他議会を見ると予定という形で載せてきて

いるような、カレンダーに載せていたり、当然ホ

ームページでもそうでしょうし、そういった告知

の仕方をしているというお話です。市民からもそ

ういう声があったり、執行部からもそういう声が

上がっているということで、この議会の日程につ

いては当然決定するのは議運ですけれども、大ま

かなところは当然年間を通してわかっている、予

定はされているわけですね。ですから、そう考え

ると、その「予定」と入れて、そして公表しては

どうかということですが、皆さんからご意見をい

ただきたいと思いますので、お願いをいたします。 

  森本委員。 

○森本委員 私はだより編集委員会のほうに参加さ

せていただいていまして、今ちょうどその編集を

させていただいているのですけれども、それでや

はり委員会の話というのは議運で決定しないとカ

レンダーを埋められない。そうすると、一番後ろ

に会期欄を載せると、来年のカレンダーはすかす

かになっちゃって、市民から見ても、議員は何も

していないんじゃないかというふうに言われてし

まうのもどうなんだろうというのは委員会内で議

論されています。そして、今回２月20日号ですか、

そちらのほうに関しては、そのすかすかのそのカ

レンダーを載せるのであれば、過去の１月までの

いろいろ活動の内容を箇条書きでも載せたらいい

んじゃないかということになってきて、今回２月

20日はそういう形で載せてみようかということに

なっています。もし、議運のほうでそちらが議会

の予定ですか、これをある程度の形で決めてもら

って、予定として載せていいよということになれ

ば、もうちょっと具体的で活用性のあるカレンダ

ーを載せられるということで、いいんじゃないか

なと私は思います。 

○吉成委員長 議会だより編集委員会に所属してい

る今、森本さんの生の声でしたので、ぜひそうい

ったことも皆さん念頭に置いて検討していただけ

ればと思いますが、ほかにご意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、今後については予定と、

あくまでも、これは予定でしかないわけですけれ

ども、予定ということを明確にして、それで議会

の日程を発表するというような形をとらせていた

だいてよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような形をとらせていた

だきます。 

  では、具体的には何に公開していくか、アップ

しいくかということになるわけですけれども、１

つは、今ありましたように、「ぎかいのひととき」

だよりになりますよね。それから、議会のホーム

ページになりますね。それから、広報にもできれ

ば入れていただきたいなと思いますけれども、ど

うでしょうか、これについては事務局のほうでど

うでしょうか。 

  係長。 

○関根議事調査係長 一斉の掲載につきましては、

広報担当と相談しながらということになりますが、

委員長が言っていただきましたホームページとい

うふうな中では、市のイベントカレンダーという

ふうな機能がございますので、そのイベントカレ

ンダーなんかにも載せたいと思ってございますし、

今後は議会報告会が「みるメール」でお知らせを

しているというようなところも踏まえて、「みる

メール」で議会運営等をお知らせするなんていう
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のも考えられるのかな、そんなふうに考えてござ

います。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  幾つかの考え方はあるということですので、こ

れどうしましょう、これらも精査して全協に報告

もしなくちゃいけないですよね。局長どうですか、

そこら辺は。 

○石塚事務局長 あくまで予定ということで入れる

ので、その予定を立てなきゃいけないとは思うん

ですが、皆さんのご了解がいただけるんであれば、

正副委員長と事務局で年間の予定を決めまして、

あくまでも予定ですよ、それを載せるというやり

方でいかがかなと思います。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  今そのような局長のほうからアドバイスいただ

きましたけれども、そのような取り扱いでよろし

いですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 言われたように予定ですから、決定

ではないというのが大前提だと思いますので、そ

れでは、今後そのような形で載せさせていただき

ます。 

  じゃ、早々に議会運営委員会の委員長と意見交

換をして伝えておきたいと。 

〔「だよりの委員長だよね」と言う人あ

り〕 

○吉成委員長 だよりの委員長、もちろん。 

〔「議運の委員長と言った。自分だ」と言

う人あり〕 

○吉成委員長 あっ、そう、すみません。だよりの

委員長にお伝えをしたいと思います。 

  それでは、そのほか⑸のその他、よろしいです

か。 

〔発言する人なし〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○吉成委員長 それでは、４の大きなその他に移り

たいと思います。 

  何かございますか。 

  山本委員。 

○山本副議長 今のこととちょっと関係するんです

が、実は、今はこういう場に出ることができるの

で、いろいろな委員会とか特別委員会とかの時間

というのがわかるんですが、実は議員にとっても

意外と議会でやっているもの全てはわからないと

ころがあるんですね。それで、個別のものを知る

必要はないんですが、少なくとも議員が傍聴でき

る委員会、あるいは協議会もあるのかわからない

んですが、そういうものについては来年度からは

議員にこういうものがある、こういうものがある、

例えば議運はこれ傍聴できると思うんですけれど

も、皆さんにお知らせをしないんだと思うんです

ね。議会運営委員会には、きょうからありますと

いうことがあっても、ほかの方にはいかないと思

うんです。 

  それで、私はこの後、自分のことを言うと来年

度からは、もうこういうところに出ることができ

ない。でも、大切なものだったら聞きたいなと思

うこともありますので、この日に開く、ざくっと

大きな予定を、こういうことをやりますというこ

とを何かの形で議員にもお知らせをいただけると、

非常に議会活動活発になるかなというふうに思い

ます。傍聴のできるものだけで結構ですので、そ

れは希望です。 

  以上です。 

○吉成委員長 今、副議長のほうからそのようなご

意見が出しましたので、今後検討することでよろ

しいですか。 
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〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 そんな難しい話ではないと思います

ので、了解しました。 

  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○吉成委員長 それでは、皆さんのご協力いただき

まして、予定時間よりも少し早い時間で終了させ

ていただくことができました。大変にありがとう

ございました。 

  この後、きょう、相当長い全協になると思いま

すが、よろしくお願いしたいと思います。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午前 ９時３５分 

 


